
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、

今
年
に
入
っ
て
デ
ル
タ
株
の
出
現
で

毎
月
陽
性
者
の
数
が
増
加
し
て
、
沖
縄
県
で
は

10
万
人
当
り
の
数
が
91
名
と
全
国
一
に
な
っ

て
い
る
。
本
町
の
発
表
で
は
10
代
か
ら
20
代
の

若
い
世
代
に
拡
大
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
若

い
世
代
へ
の
接
種
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

本
町
で
は
、
50
代
以
上
を

対
象
と
し
た
予
約
受
付
と
同
時
に
受
験
を
控

え
た
高
校
３
年
生
、
中
学
３
年
生
の
予
約
の
受

付
を
開
始
し
、
７
月
27
日
か
ら
40
代
以
上
、
８

月
２
日
よ
り
18
歳
以
上
、
８
月
10
日
よ
り
12
歳

以
上
の
全
年
齢
に
対
象
を
拡
大
し
、集
団
接
種
、

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
る
。

学
校
で
の
子
供
た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
、
ま
た
保
育
園
、
学
童
で
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。保

育
園
及
び
学
童
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
は
、
施
設
で
の
３
密
を
防
ぐ
目
的
で

保
護
者
に
対
し
て
家
庭
保
育
の
協
力
願
い
で

登
園
自
粛
を
要
請
し
、
特
別
保
育
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
登
園
す
る
児
童
数
を
抑
え
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。各

学
校
で
は
手
洗
い
の
徹

底
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
不
織
布
の
マ
ス
ク
の
推

奨
、
換
気
の
徹
底
、
給
食
時
に
黙
食
の
実
施
、

併
せ
て
休
憩
時
間
の
短
縮
と
児
童
生
徒
の
交

流
や
接
触
の
機
会
の
削
減
、
健
康
観
察
シ
ー
ト

の
記
入
等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

次
期
沖
縄
振
興
計
画
の
中
で
東
海
岸

サ
ン
ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
構
想
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
西
原
町
の
重
点
施
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

マ
リ
ン
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ

ア
の
核
と
な
る
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
は
、
サ
ン

ラ
イ
ズ
ベ
ル
ト
構
想
に
お
い
て
重
要
な
位
置

づ
け
に
な
っ
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
事
業

の
推
進
と
、
本
町
が
要
望
し
て
い
る
沖
縄
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
が
後
押
し
さ
れ
る
と
期

待
を
し
て
い
る
。
今
後
も
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
エ
リ

ア
の
振
興
を
要
請
し
た
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
自
己
負
担
額
の
助
成
制
度
対

象
外
と
な
る
方
へ
の
対
応
を
伺
う
。

自
己
負
担
額
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
構
成
３
町
村
で
内
容
に
つ
い
て
精

査
が
必
要
に
な
る
た
め
調
整
を
図
る
こ
と
も

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
交
付
金
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
た

方
へ
の
助
成
は
出
来
な
い
か
。

利
用
料
助
成
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
構
成
市
町
村
と
協
議
を
し
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
差
別
、
偏
見
を

生
ま
な
い
よ
う
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
の
各
学
校
の
取
組
は
。

啓
発
動
画
や
指
導
例
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
の
関
連
教
材
を
各
学
校

に
配
布
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
庭
と
も
連
携

し
各
学
校
で
は
工
夫
を
凝
ら
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。早

期
に
建
設
検
討
委
員
会
な
ど
を
設

置
し
て
今
後
の
方
向
性
を
議
論
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

長
寿
命
化
計
画
を
進
め
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
可

能
性
も
含
め
て
内
部
で
は
話
し
て
い
る
。
今

後
は
、
関
係
課
も
含
め
て
そ
の
議
論
を
進
め

て
行
く
。自

主
財
源
に
つ
な
が
る
よ
う
な
議
論

や
地
域
住
民
の
生
活
状
況
、
環
境
に

も
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
雇
用
の
創
出
も
含

め
た
上
で
町
と
し
て
の
意
見
を
そ
の
都
度
発

信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な

い
か
。

西
原
町
の
こ
れ
ま
で
の
現
状
の

件
や
課
題
等
を
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
、
財
政
面
に
も
特

に
町
の
財
政
が
潤
う
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
事

業
の
内
容
を
説
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
琉
大
が

首
里
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
西
原
町
の
今
の
上
原

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
を
し
て
き
た
と
き
の
経

緯
も
踏
ま
え
て
、
ど
う
い
っ
た
思
い
で
西
原
町

が
琉
大
を
迎
え
た
の
か
と
い
う
内
容
も
し
っ

か
り
訴
え
な
が
ら
、
特
に
地
域
が
活
性
化
し
、

財
源
を
生
む
よ
う
な
訴
え
を
し
て
い
き
た
い
。

待
機
児
童
数
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

毎
年
度
減
少
傾
向
に
あ
る
。
令
和
３

年
度
は
48
人
ま
で
縮
ま
っ
て
い
る
が
直
近
月

の
人
数
は
。

９
月
１
日
現
在
82
人
で
あ

る
。

待
機
児
童
の
主
な
要
因
は
、
保
育
士

不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
公
立
保

育
所
と
認
可
保
育
園
で
の
不
足
人
数
は
。

今
年
４
月
時
点
の
保
育
士

不
足
数
調
査
で
は
15
人
で
あ
る
。

町
内
幼
稚
園
に
対
す
る
保
護
者
か
ら

の
要
望
意
見
は
。

①
土
曜
保
育
の
実
施
②
長
期
休

業
、
特
に
春
休
み
期
間
の
預
か
り
保
育
の
実

施
③
開
園
時
間
の
延
長
④
３
年
保
育
の
実
施

⑤
少
人
数
学
級
（
30
人
）
の
実
施
な
ど
の
要

望
が
あ
る
。

認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
立
幼
稚
園
を
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
し
た
場
合
の
効
果
と
し
て
は
、

町
長
の
答
弁
に
あ
る
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤

な
ど
の
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
拡
充
に
よ
る
幼
児

教
育
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
、
一
方
で
懸
念
さ
れ
る
事
項
と
し
て
、
保

育
士
等
人
員
の
確
保
、
保
育
者
の
専
門
性
の

向
上
、
小
学
校
と
の
連
携
が
弱
ま
る
の
で
は

と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

本
年
度
中
に
基
本
方
針
の

策
定
と
運
営
法
人
の
選
定
を
行
い
、
令
和
５

年
度
か
ら
移
行
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
７
年
度
ま

で
に
完
了
さ
せ
た
い
。

西
原
東
小
学
校
は
建
て
替
え
を
予
定

し
て
お
り
、
そ
こ
は
抜
き
に
し
て
３

園
は
、
い
つ
頃
、
認
定
園
に
す
る
の
か
。

当
初
、
坂
田
幼
稚
園
と

西
原
幼
稚
園
を
令
和
５
年
度
同
時
に
法
人

化
す
る
案
を
示
し
て
い
た
が
、
ま
ず
坂
田
幼

稚
園
１
園
だ
け
を
法
人
化
す
る
。
西
原
幼
稚

園
は
、
公
立
園
と
し
て
残
す
案
で
検
討
し
て

い
る
。

子
ど
も
子
育
て
会
議
の
中
で
も
、「
保

育
士
の
確
保
は
ど
う
な
る
の
か
」
相

当
、
話
題
に
な
っ
た
が
、
こ
ど
も
園
を
運
営

す
る
法
人
は
保
育
士
確
保
は
大
丈
夫
か
。

正
規
職
員
６
割
確
保

が
可
能
な
法
人
を
選
定
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

▲ 東海岸サンライズベルト構想資料

大
おおしろ

城 誠
せいいち

一 議員

■
子
育
て
環
境
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利
用
に
つ
い
て

■
保
育
行
政
に
つ
い
て

■
認
定
こ
ど
も
園
創
設
へ
の
取

り
組
み

■
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
若
い
世
代

に
ワ
ク
チ
ン
早
期
接
種
を
！

■
次
期
沖
縄
振
興
計
画
に
つ
い
て

■
コ
ロ
ナ
差
別
、
偏
見
に
子
ど

も
達
が
自
ら
考
え
、
思
い
や

り
に
触
れ
る
機
会
を

■
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
に

つ
い
て

■
琉
球
大
学
医
学
部
跡
地
利
用

に
つ
い
て

○
兼
久
東
崎
線
の
道
路
整
備
、
放
置
車
両
の
状
況

○
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
西
地
区
区
画
整
理
事
業
と
徳
佐
田
地
区
に
つ
い
て

○
保
育
士
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
対
策

○
認
定
こ
ど
も
園
移
行
に
際
し
て
の
財
政
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン

○
町
内
小
中
学
校
教
育
環
境
に
つ
い
て

福
祉
部
長

福
祉
部
長

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
職
員
の
感
染
予
防
に
つ
い
て

○
い
い
あ
ん
べ
ー
共
生
事
業
に
つ
い
て

山
やましろ

城 勝
かつたか

貴 議員

大
おおしろ

城 純
よしたか

孝 議員

企
画
財
政
課
長

企
画
財
政
課
長
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